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Kを体、V をK線形空間とする。∼を V 上の同値関係とする。

1.商写像 q : V → V/ ∼がK 線形写像となるようなK 線形空間の構造が
V/ ∼に入ることと、

[0] := {v ∈ V |v ∼ 0} ⊂ V

が線形部分空間でかつ a ∼ b ⇔ a − b ∈ [0]が成り立つこととが同値であ
ることを示せ。

2.さらに、群Gが与えられ、V がG-加群であるとする。
商写像 q : V → V/ ∼がG-準同型写像となるようなG加群の構造が V/ ∼
に入ることと、

[0] := {v ∈ V |v ∼ 0} ⊂ V

がG-部分加群でかつ a ∼ b ⇔ a − b ∈ [0]が成り立つこととが同値である
ことを示せ。

3.上の 2. の条件が成り立つとき、V/ ∼を V の∼による商G加群という。
V の商 G加群と V の部分 G加群の間に自然な一対一対応があることを
示せ。
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